
　

私
は
、
人
間
観

察
を
よ
く
す
る
。

「
人
は
見
た
目
じ

ゃ
な
い
」
と
い
う

言
葉
を
よ
く
耳
に

す
る
こ
と
が
あ
る

が
、
見
た
ま
ん
ま

の
人
も
い
れ
ば
、

見
た
目
に
反
し
て

意
外
と
○
○
だ
。
と
い
う
人
も

い
る
。
そ
の
人
自
身
の
性
格
な

ど
も
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
▼
人
間
観
察

を
し
て
い
る
と
意
識
せ
ず
と
も

マ
イ
ナ
ス
な
部
分
が
目
に
留
ま

る
。
例
え
ば
、
昼
休
憩
時
間
に

他
の
職
員
は
昼
食
を
と
っ
た
り

休
憩
し
て
い
る
中
で
、
パ
ソ
コ

ン
業
務
を
さ
れ
る
と
、
キ
ー
ボ

ー
ド
を
打
つ
音
で
さ
え
気
に
な

っ
て
休
憩
で
き
な
い
と
い
っ
た

こ
と
や
皆
で
協
力
し
て
取
り
組

み
を
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

自
分
だ
け
協
力
し
な
い
な
ど
▼

例
に
挙
げ
た
こ
と
に
対
し
て
感

じ
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
う

が
、
周
囲
へ
の
配
慮
が
欠
け
て

い
る
や
協
調
性
が
な
い
人
だ
な

と
筆
者
は
感
じ
る
。
自
身
で
は

意
識
し
て
い
な
い
行
動
が
周
り

の
職
員
か
ら
ど
う
思
わ
れ
て
い

る
の
か
は
皆
さ
ん
気
に
な
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼
自
身
で

は
気
づ
か
な
い
部
分
を
周
り
の

職
員
に
指
摘
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
自
分
の
行
動
を
改
め
る
き

っ
か
け
に
も
な
る
。
ま
た
、
一

緒
に
働
い
て
い
る
職
員
の
意
外

な
一
面
が
垣
間
見
え
る
チ
ャ
ン

ス
か
も
し
れ
な
い
。
是
非
、
皆

さ
ん
に
も
人
間
観
察
を
す
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
た
い
。

　

▲畠山人事課総括課長に要求書を手渡す小田嶋中央執行委員長（右）
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県
職
労
は
、
２
月
28
日
の
県
職
連
合
第
39
回
・
県
職
労
第
１
３
５
回
臨
時
大
会
に
お
い

て
確
立
し
た
春
闘
方
針
に
基
づ
き
、
３
月
10
日
に
人
事
課
総
括
課
長
交
渉
を
行
い
、
来
年

度
の
人
員
配
置
、
駐
車
場
手
当
の
詳
細
、
会
計
年
度
任
用
職
員
課
題
を
は
じ
め
、
安
心
し

て
働
け
る
職
場
環
境
改
善
等
に
関
し
交
渉
を
行
っ
た
。
ま
た
、
今
年
度
の
人
事
異
動
内
示

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
「
非
常
に
遺
憾
」
と
伝
え
、
来
年
度
の
異
動
内
示
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
前

倒
し
、
着
任
７
日
間
の
保
障
、
４
月
１
日
着
任
の
強
要
回
避
を
強
く
求
め
た
。

　

交
渉
の
主
な
内
容
は
、
次
の

と
お
り
。

人
事
異
動

【
県
職
労
】
今
年
度
の
内
示
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
非
常
に
遺
憾
。

来
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
前
倒

し
、
着
任
７
日
間
の
保
障
、
４

月
１
日
着
任
の
強
要
回
避
を
。

【
人
事
課
】
採
用
内
定
者
や
退

職
予
定
者
の
意
向
が
３
月
上
旬

で
も
確
定
し
な
い
こ
と
、
他
団

体
と
の
調
整
も
あ
る
た
め
、
職

員
情
報
の
確
度
の
向
上
と
、
事

務
引
継
ぎ
を
含
め
た
早
期
の
内

示
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
た
結
果
、

今
年
度
は
13
日
の
内
示
と
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
事
情
も
理
解
願

い
た
い
。

　

基
本
的
に
は
４
月
当
初
か
ら

勤
務
を
お
願
い
し
た
い
が
、
残

務
整
理
な
ど
で
１
週
間
以
内
に

着
任
で
き
な
い
場
合
、
所
属
長

の
承
認
を
得
た
上
で
、
柔
軟
に

対
応
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
。

賃
金
水
準
改
善

【
県
職
労
】
全
職
員
の
が
ん
ば

り
に
報
い
る
賃
金
・
労
働
条
件

改
善
の
取
り
組
み
を
。

【
人
事
課
】
給
料
月
額
・
ボ
ー

ナ
ス
の
ほ
か
、
諸
手
当
・
休
暇

な
ど
の
改
善
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
担
当
課
長
級
職
員
の
主

幹
任
用
は
、
昨
年
と
同
程
度
の

見
込
。

【
県
職
労
】
再
任
用
職
員
の
一

時
金
水
準
が
低
く
、
勤
務
意
欲

に
大
き
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。
正
規
職
員
と
同
月
数
に

す
べ
き
。
具
体
的
な
改
正
は
県

人
勧
に
基
づ
い
て
検
討
す
る
と

し
て
も
、
任
命
権
者
の
立
場
か

ら
改
善
の
必
要
性
の
見
解
を
。

【
人
事
課
】
段
階
的
に
定
年
年

齢
を
引
き
上
げ
る
間
に
２
つ
の

制
度
が
混
在
す
る
こ
と
は
必
ず

生
じ
る
。
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。
国
や
他
県
の
状
況
を
踏
ま

え
る
と
、
現
時
点
で
は
、
ボ
ー

ナ
ス
の
見
直
し
は
極
め
て
困
難
。

【
県
職
労
】
今
現
場
で
働
い
て

い
る
人
の
こ
と
を
し
っ
か
り
見

て
ほ
し
い
。

人
員
体
制

【
県
職
労
】
２
月
４
日
に
示
さ

れ
た
来
年
度
の
組
織
体
制
の
概

要
で
は
、
今
年
度
当
初
と
比
較

し
て
20
人
増
だ
が
、
長
時
間
労

働
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
人

員
配
置
・
欠
員
解
消
の
見
通
し

を
示
さ
れ
た
い
。

【
人
事
課
】
２
０
２
６
年
４
月

の
採
用
人
数
は
正
確
に
答
え
ら

れ
な
い
が
、
知
事
部
局
で
は
定

年
退
職
が
生
じ
な
い
中
で
も
昨

年
と
同
程
度
の
採
用
を
予
定
。

　

獣
医
師
や
環
境
化
学
・
食
品

衛
生
職
は
採
用
予
定
数
以
上
確

保
で
き
る
見
込
み
。
総
合
土
木

職
や
建
築
職
な
ど
、
一
部
の
職

種
は
採
用
予
定
数
の
確
保
に
至

っ
て
い
な
い
。
事
務
職
の
欠
員

は
生
じ
な
い
見
込
み
で
あ
る
一

方
、
技
術
職
は
現
時
点
と
同
程

度
又
は
そ
れ
以
下
の
欠
員
が
生

じ
る
見
込
み
。

超
過
勤
務
手
当
予
算

【
県
職
労
】
超
勤
手
当
不
払
い

が
な
い
よ
う
、
予
算
の
適
正
配

分
を
。

【
人
事
課
】
今
年
度
の
２
月
補

正
予
算
（
７
号
補
正
）
で
約
２

千
５
百
万
円
増
額
。
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
応
分
は
別
に
予
算

措
置
（
８
号
補
正
）
し
た
。

　

２
０
２
６
年
度
当
初
予
算
案

で
は
約
15
億
８
百
万
円
を
計
上
。

人
事
管
理
費
の
部
局
間
調
整
で
、

超
過
勤
務
実
績
の
適
時
・
適
切

な
把
握
に
努
め
る
。

駐
車
場
手
当
・
職
員
駐
車
場
料
金

【
県
職
労
】
通
勤
手
当
の
う
ち

駐
車
場
手
当
（
４
月
１
日
導

入
）
の
具
体
的
な
支
給
内
容
が

今
な
お
明
ら
か
で
な
い
。
詳
細

を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。

【
人
事
課
】
人
事
委
員
会
で
具

体
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

基
本
的
に
国
家
公
務
員
に
準
拠

し
、
①
職
員
駐
車
場
の
料
金 

②
常
例
と
し
て
コ
イ
ン
パ
ー
キ

ン
グ
を
使
用
す
る
場
合 

③
パ

ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
場
合 

④
駐
車
場
を
２
か
所
以
上
使
用

す
る
場
合
も
支
給
対
象
と
な
る

が
、
通
勤
に
自
転
車
を
使
用
す

る
場
合
の
駐
輪
場
料
金
は
、
支

給
対
象
外
と
な
る
見
込
み
。

【
県
職
労
】
無
料
化
を
求
め
て

き
た
職
員
駐
車
場
料
金
に
つ
い

て
、
見
解
が
な
い
ま
ま
管
財
課

通
知
が
先
行
し
た
。
説
明
を
求

め
る
。

【
人
事
課
】
こ
れ
ま
で
福
利
厚

生
的
配
慮
か
ら
本
来
の
使
用
料

水
準
を
２
分
の
１
減
免
し
た
額

に
設
定
し
て
き
た
が
、
今
回
の

　
県
職
労
で
は
独
自
の
共
済
制
度
と
し
て
『
総
合
共
済
制
度
』
を
設

け
て
い
ま
す
。

　
住
宅
災
害
時
に
お
け
る
給
付
の
際
は
正
確
な
住
所
登
録
が
必
要

（
住
所
変
更
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
給
付
の
対
象
外
）
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
特
に
も
、
定
期
人
事
異
動
等
に
よ
り
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
に

は
、
忘
れ
ず
に
お
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
届
出
用
紙
は
各
支
部
書
記
局
に
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
所
変
更
等
の
際
は
、

　
　
　 

手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

住
所
変
更
等
の
際
は
、

　
　
　 

手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

駐車場手当の詳細引き出す
職員駐車場は盛岡で自己負担残り交渉平行線

３・10 春闘人事課総括課長交渉   

　

３
月
31
日
を
も
っ
て
５
人
の

本
部
役
員
が
退
任
さ
れ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
県
職
労
の
運

動
を
担
っ
て
い
た
だ
き
、
多
く

の
成
果
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

課
題
前
進
に
向
け
て
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
こ
と
に
改
め
て
感

謝
の
意
を
表
し
、
引
き
続
き
評

手
当
創
設
に
伴
い
、
二
重
補
助

と
な
る
観
点
か
ら
料
金
を
増
額

改
定
す
る
方
向
。
他
県
の
約
３

割
が
職
員
駐
車
場
を
手
当
対
象

外
と
す
る
中
で
の
検
討
で
あ
り

理
解
願
い
た
い
。

【
県
職
労
】
福
利
厚
生
目
的
は

手
当
導
入
後
も
変
わ
ら
な
い
。

２
分
の
１
減
免
後
の
額
を
県
費

補
助
負
担
し
て
い
る
訳
で
も
な

く
理
由
が
矛
盾
し
て
い
る
。
内

示
後
す
ぐ
に
駐
車
場
希
望
が
締

め
切
ら
れ
る
た
め
時
間
は
な
い

が
、
再
考
さ
れ
た
い
。
事
務
局

段
階
で
詰
め
な
が
ら
、
地
公
共

闘
と
し
て
、
後
日
別
途
回
答
す

る
。
（
地
公
共
闘
で
人
事
課
と

調
整
中
）

総
合
案
内
員

【
県
職
労
】
各
合
庁
総
合
案
内

員
の
任
用
終
了
後
の
案
内
方
法

の
変
更
や
、
情
報
公
開
事
務
の

効
率
化
等
の
見
直
し
内
容
が
今

な
お
明
ら
か
で
な
い
。
早
急
に

示
す
べ
き
。

【
人
事
課
】
行
政
文
書
開
示
請

求
の
約
６
割
を
占
め
る
工
事
に

係
る
金
入
設
計
書
に
つ
い
て
、

情
報
公
開
制
度
に
よ
ら
ず
自
主

公
表
で
き
る
よ
う
、
調
整
・
準

備
等
を
鋭
意
進
め
て
い
る
。

【
県
職
労
】
北
上
、
遠
野
、
千

厩
の
３
合
庁
の
総
合
案
内
員
に

つ
い
て
、
土
木
セ
ン
タ
ー
が
少

人
数
で
総
務
系
業
務
を
担
っ
て

い
る
状
況
の
改
善
策
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。
継
続
的
に
配
置
し

て
ほ
し
い
。

【
人
事
課
】
業
務
推
進
体
制
の

整
備
や
調
整
状
況
等
を
確
認
し

な
が
ら
、
来
年
度
、
改
め
て
検

討
す
る

協
議
会
・
支
部
・
職
場
で
の
運

動
前
進
に
向
け
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

長
い
間
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
計
監
事

中
央
執
行
委
員

退
任
役
員
の
紹
介

須藤　開
（釜石支部）

福士　誠
（盛岡支部）

久保　寿昌
（県庁支部）

長澤　萌基
（県庁支部）（盛岡支部）

菊池　真也



▼
胆
江
支
部

岩　

渕　

恵　

子
（
県
南
広
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
）

佐　

藤　
　
　

幸
（
県
南
広
域
振
興
局
農
政
部
）

小　

綿　

寿　

志
（
奥
州
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

▼
一
関
支
部

高　

橋　

健
太
郎
（
県
南
広
域
振
興
局
農
政
部
一
関
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

▼
気
仙
支
部

小　

松　

純　

哉
（
沿
岸
広
域
振
興
局
経
営
企
画
部
大
船
渡
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
県
税
室
）

名
久
井　

一　

樹
（
大
船
渡
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

佐　

藤　
　
　

喬
（
大
船
渡
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

菅　

野　

史　

拓
（
大
船
渡
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

▼
釜
石
支
部

林　
　
　

春　

彦
（
沿
岸
広
域
振
興
局
農
林
部
）

及　

川　

浩　

一
（
沿
岸
広
域
振
興
局
農
林
部
）

佐　

藤　

弘　

康
（
沿
岸
広
域
振
興
局
水
産
部
）

黒　

沢　

清　

隆
（
岩
手
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）

▼
県
庁
支
部

菊　

池　
　
　

勉
（
管　
　
　
　
　
　
　

財　
　
　
　
　
　
　

課
）

鎌　

田　
　
　

進
（
税　
　
　
　
　
　
　

務　
　
　
　
　
　
　

課
）

浅　

沼　

し　

の
（
地　
　
　

域　
　
　

福　
　
　

祉　
　
　

課
）

今　

泉　

元　

伸
（
農　
　
　

林　
　
　

水　
　
　

産　
　
　

部
）

茨　

島　

あ
ゆ
み
（
団　
　
　

体　
　
　

指　
　
　

導　
　
　

課
）

中　

村　

日　

香
（
林　
　
　

業　
　
　

振　
　
　

興　
　
　

課
）

村　

上　

昌　

宏
（
森　
　
　

林　
　
　

保　
　
　

全　
　
　

課
）

滝　

山　

秀　

樹
（
出　
　
　
　
　
　
　

納　
　
　
　
　
　
　

局
）

山　

口　

耕　

司
（
管　
　
　
　
　
　
　

財　
　
　
　
　
　
　

課
）

▼
盛
岡
支
部

今　

野　
　
　

浩
（
盛
岡
広
域
振
興
局
県
税
部
）

成　

田　

美　

幸
（
盛
岡
広
域
振
興
局
県
税
部
）

中　

田　

浩　

一
（
盛
岡
広
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
）

高　

橋　

忠　

幸
（
盛
岡
広
域
振
興
局
林
務
部
）

伊　

藤　
　
　

修
（
岩
手
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所
）

佐　

藤　

直　

人
（
岩
手
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所
）

大　

森　

祐
一
郎
（
岩
手
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所
）

茨　

島　
　
　

明
（
岩
手
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
）

▼
花
巻
支
部

石　

井　

孝　

行
（
県
南
広
域
振
興
局
県
税
部
花
巻
県
税
セ
ン
タ
ー
）

下
川
原　

准　

理
（
県
南
広
域
振
興
局
県
税
部
花
巻
県
税
セ
ン
タ
ー
）

及　

川　
　
　

敦
（
県
南
広
域
振
興
局
土
木
部
遠
野
土
木
セ
ン
タ
ー
）

伊　

勢　
　
　

光
（
県
南
広
域
振
興
局
農
政
部
遠
野
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

佐　

藤　

浩　

子
（
県
南
広
域
振
興
局
県
税
部
花
巻
県
税
セ
ン
タ
ー
）

▼
北
上
支
部

菅　

野　
　
　

夢
（
岩
手
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　

３
月
と
な
り
、
今
年
も
多
く
の
先
輩
、
仲
間
の
皆
さ
ん
が

退
職
さ
れ
ま
す
。

　

長
い
年
月
、
県
勢
発
展
の
た
め
第
一
線
で
働
い
て
こ
ら
れ

た
先
輩
の
皆
さ
ん
に
は
、
県
職
労
の
権
利
拡
大
や
組
織
強
化

の
た
め
支
部
や
分
会
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
運
動
を
支
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
・
準
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
。
３
月
13
日
現
在
。

な
お
、
掲
載
を
希
望
し
な
い
と
申
し
出
の
あ
っ
た
方
は
掲
載

を
し
て
お
り
ま
せ
ん
）

退職者の皆さんありがとうございました退職者の皆さんありがとうございました

　

３
月
末
を
も
っ
て
、
県
職
労

盛
岡
支
部
勤
務
の
山
本
菜
摘
臨

時
書
記
が
退
職
す
る
。

２
０
２
６
年
度
か
ら
機
関
紙
の
発
行
回
数
を
減
ら
し
ま
す

　

機
関
紙
は
こ
れ
ま
で
月
２
回

の
ペ
ー
ス
で
発
行
し
て
い
ま
し

た
が
、
県
職
労
財
政
健
全
化
の

た
め
に
組
織
さ
れ
た
県
職
労
財

政
組
織
財
政
強
化
委
員
会
か
ら

の
「
機
関
紙
編
集
事
務
の
負
担

を
軽
減
し
、
自
ら
の
創
意
工
夫

に
よ
る
運
動
推
進
や
、
運
動
と

私
生
活
と
の
両
立
の
時
間
を
確

保
す
る
た
め
に
も
、
定
期
発
行

の
機
関
紙
は
節
目
に
絞
っ
た
発

行
と
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
」

と
の
答
申
を
踏
ま
え
、
２
０
２

６
年
度
当
初
か
ら
発
行
回
数
を

２
か
月
に
１
回
の
節
目
の
発
行

へ
と
変
更
い
た
し
ま
す
。

　

交
渉
結
果
等
、
速
報
性
を
要

す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
同
様
赤
枠
号
外
に
よ
り
周

知
し
、
発
行
回
数
の
減
が
運
動

の
後
退
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。

　

２
０
２
６
年
度
か
ら
の
主
な

掲
載
内
容
は
表
の
と
お
り
で

す
。

発行月日

5月1日

7月1日

11月1日

1月1日

3月25日

新採加入、2026 本部体制・現業評体制、
定期大会周知他

定期大会結果、支部体制確立、平和の火リレー
他

中央委員会結果、県本部大会結果、支部体制確
立、支部大会、支部青婦部レク他

新年号（あいさつ、分会紹介、歳男・歳女抱
負、クイズ）

春闘方針・課題、公務員連絡会中央の動き、
退任役員あいさつ、退職者紹介他

ハラスメント対策、労働安全衛生、自治労青年
女性中央大交流集会、支部体制確立、支部大会
他

2

4

2

4

2

ページ数 主な掲載内容（案）

9月1日 2

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
特
別

休
暇
に
は
、
有
給
の
も
の
と
無

給
の
も
の
が
あ
る
。
休
暇
の
改

善
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
県

職
労
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
自

治
労
加
盟
組
合
が
改
善
を
求
め

て
き
た
。

　

継
続
的
な
要
求
の
結
果
、
こ

れ
ま
で
国
の
非
常
勤
職
員
で
は

無
給
と
さ
れ
て
き
た
下
記
の
特

別
休
暇
に
つ
い
て
、
国
の
改
正

に
合
わ
せ
て
２
０
２
６
年
４
月

か
ら
有
給
化
す
る
こ
と
を
県
職

労
と
県
当
局
で
確
認
し
た
。

会計年度任用職員

特 別 休 暇
一部有給化へ

山本臨時書記（盛岡）が退職
　　　松山臨時書記（二戸）が正式採用
　　　　　　　　　　　　　　　書記の人事異動

　

山
本
書
記
は
２
０
２
３
年　

10
月
に
盛
岡
支
部
の
臨
時
書
記

に
採
用
さ
れ
、
素
敵
な
笑
顔
と

細
や
か
な
対
応
で
支
部
の
県
職

労
運
動
を
支
え
て
き
た
。

　

山
本
臨
時
書
記
の
功
績
に
感

謝
し
、
今
後
一
層
の
活
躍
を
期

待
す
る
。

　

６
月
28
日
付
け
で
松
山
臨
時

書
記
（
二
戸
）
を
正
規
書
記
と

し
て
採
用
す
る
。

　

ま
た
、
２
月
27
日
付
け
で
県

職
労
書
記
の
人
事
異
動
内
示
を

行
っ
た
。

　

本
部
の
太
田
か
お
り
書
記
が

４
月
１
日
付
け
で
宮
古
支
部
へ
、

７
月
１
日
付
け
で
盛
岡
支
部
阿

部
修
一
書
記
が
本
部
へ
、
県
庁

支
部
中
軽
米
書
記
が
盛
岡
支
部

へ
異
動
と
な
る
。

　

新
た
な
書
記
局
体
制
で
組
合

員
が
主
役
の
組
合
活
動
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

３
月
で
任
期
満
了

◆
山
本
菜
摘
臨
時
書
記

　
　
　
　
　

（
盛
岡
支
部
）

臨
時
か
ら
正
規
へ

◆
松
山
紀
子
臨
時
書
記

　
　
　
　
　

（
二
戸
支
部
）

本
部
か
ら
宮
古
支
部
へ

◆
太
田
か
お
り
書
記

　
　
　
　
　
　
　

（
本
部
）

県
庁
支
部
か
ら
盛
岡
支
部
へ

◆
中
軽
米
悦
美
書
記

　
　
　
　
　

（
県
庁
支
部
）

盛
岡
支
部
か
ら
本
部
へ

◆
阿
部
修
一
書
記

　
　
　
　
　

（
盛
岡
支
部
）
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